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社会福祉法人　福島県福祉事業協会

今年度採用職員のフレッシュな顔ぶれです。今年度採用職員のフレッシュな顔ぶれです。
期待して
います！
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全
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で
あ
り
、
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人
活
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だ
け
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六
十
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援
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行
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　私
達
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仕
事
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、
利
用
者
に
対
し
使
命
感
を
持
っ
て
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仕
す
る
事
で
あ
り
ま
す
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　当
協
会
の
運
営
方
針
は
「
明
る
い
挨
拶
は
全
て
の
業

務
に
優
先
す
る
」
で
あ
り
、
明
る
い
職
場
環
境
な
く
し

て
業
務
の
遂
行
は
出
来
ま
せ
ん
。
常
に
利
用
者
に
寄
り

添
い
お
互
い
に
信
頼
し
合
う
事
が
、
利
用
者
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
「
心
の
住
」
と
し
て
の
場
、
す
な
わ
ち
施

設
を
提
供
す
る
事
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
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　終
わ
り
に
、
人
あ
っ
て
の
組
織
で
あ
り
ま
す
。
全
員

で
力
を
合
わ
せ
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用
者
と
地
域
に
貢
献
し
得
る
協
会
創

り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　皆
様
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　主に双葉郡地域に住所を有する方に対し、障害福
祉に関する諸問題につき、障害者の相談に応じ必要
な情報提供及び助言その他の障害福祉サービスの
利用支援等必要な支援を行うとともに、関係機関と
の調整その他障害者の権利養護のための必要な援
助を行い、障害者やその家族の地域における生活を
支援し、もって在宅障害者の自立と社会参加の促進
を図ることを目的として事業を運営しています。

新元号を迎え今年度もより一層充実した
年にしていきたいと思いますので今年度
も宜しくお願い致します。

〈お詫び〉　人事異動により、みらい発行が遅れてしまい申し訳
　　　　　ありませんでした。

◎株式会社ノースランド様より子どもたちへお菓子を
　いただきました。

田村市船引町：ミニストップ船引店様
『恵方巻き』寄贈

千葉県：川口様
『ハンカチ、靴下、絵手紙等』寄贈

千葉県：西川様、生涯大学様
『花苗』寄贈

鴨川市：ウミガメ倶楽部様・鴨川義塾様
『菜の花』寄贈

ボランティア

慰問・寄贈
相談支援

双葉事業所

中途採用者

渡　辺　米　子
猪　戸　ちひろ
中　山　幸　江
狩　野　紀美子
松　本　恵　子
大　場　良　之

相談支援双葉事業所

東 洋 健 生 園

東 洋 健 生 園

ワークスペース・アシスト

のびっこらんど船引

原 町 学 園

退　職　者

遠　藤　吉　保
高　住　雅　彦
宮　本　飛　鳥
草　野　勝　正
愛　澤　瀬利花
泉　　　新　吾

相馬事務センター

あ ぶ くま 更 生 園

あ ぶ くま 更 生 園

原 町 学 園

原 町 学 園

原 町 学 園

鈴　木　希衣子
齋　藤　祐一郎
石　井　裕実子
坂　本　英　哲
箭　内　優　子
溝　井　ほのか

のびっこらんど愛愛

のびっこらんど愛愛

田 村

相談支援双葉事業所

東 洋 健 生 園

東 洋 健 生 園
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　平成 31 年度の辞令交付式が 4 月 1 日に東洋学園・児童部にて行われました。法人内
施設長・管理者、異動職員及び新規採用職員が一堂に会して、理事長訓示を受け新た
な希望を持って取り組む決意をいたしました。
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◎生涯福祉サービス種別による施設・事業所紹介◎おしらせ◎おしらせ

新規オープン事業所紹介新規オープン事業所紹介

平成31年度辞令交付平成31年度辞令交付

　「多機能型事業所せきれい」
は、多機能型事業所として5月
１日、いわき市四倉町にオー
プンすることができました。
　地域のニーズをしっかり把握する努力を続けなが
ら、利用者それぞれの個性に合わせたサービスの提供
を目指すと共に、セキレイのように身近で愛される事
業所となれるよう、職員一丸となって頑張ってまいり
ます。

多機能型事業所 せきれい

　平成31年4月1日開所いたしました。グループホー
ム浜事業所です。双葉郡広野町に2か所オープンいたし
ました。
　まず下浅川事業所には4月16日に6名の方が利用開
始となり。十日遅れまして4月25日に下北迫事業所が
利用開始となりました。
　いまだ落ち着きのない状況ではありますが、5月8日
現在それぞれ6名の方が楽しく生活しております。よろ
しくお願いします。

グループホーム 浜事業所

下北迫下浅川
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◎おしらせ◎おしらせ
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1月にお好み焼き会をしました。職員と一緒にお好み
焼き作りをして、焼き上がりを今か今かと待ち焦がれ
ていました。みんなで
一緒に食べると一段と
美味しく感じ、食べる
ことが大好きな利用者様
は大満足の一日になった
ようです。

2月2日に還暦のお祝いと節分の豆まきを行いま
した。還暦を迎えた利用者様にプレゼントを贈りお祝

いしました。その後
みんなで元気よく豆を
投げて鬼を退治し、他
利用者様とともに楽
しく過ごしました。

東洋学園成人部 いわき市

東 洋 育 成 園 田村市

1月 2月2日

4月10日に花見に行きました! !みんな待ちわびた
花見の日でしたが、当日はあいにくの雨となり、桜の
下でお弁当を食べることはできませんでした。しかし、
みんなでバスに乗って、市内をドライブしながら満開
の桜を見て春の訪れを感じることができ、笑顔あふれる
1日となりました。

東 洋 健 生 園 いわき市

障がい者入所支援施設（生活介護）

2月に行われた豆まき大会では、新聞紙を丸めた物
を豆に見立て、豆まきを行いました。また、何名かの
利用者に鬼のお面を渡し、鬼の役をやってもらった際
には「鬼だぞ」と楽しそうに支援員や他利用者に吠え
る姿が見られました。豆まきの後は、豆を美味しそう
に食べる利用者の姿が見られました。

あぶくま更生園 田村市

2月

この度、4月1日付けで就労事業所「おおくま共生園」より「東洋学園児童部兼成人部」の施設長に着任いたしました秋元です。東洋学園は昨年6月
にいわき市四倉町に応急仮設施設として児童40名、成人40名にて事業を再開し、児童部では日々の学校への通学、学校行事等、成人部では生
活・作業訓練、行事等を行い児童から成人まで生活の場として毎日楽しく、明るい笑顔で希望に満ちあふれながら利用しております。この利用児
者の責務を重く受け止め、自分自身の役割をしっかりと見据え、人権、虐待等を遵守し各行政機関、保護者と連携を取りながら地域に根ざした施
設として、全力をつくす所存でございますので、前任者同様引き続き皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

秋元　平和　

2月3日、節分行事として利用者さんと職員のみな
さんで豆まきを行いました。利用者さんは豆のかわり
にカラーボールを投げ、無事鬼を追い払うことが出来
ました。その後、皆さんでお菓子やジュースを飲み
楽しい節分になりました。

4月14日にお花見ドライブを行いました。みなさん
でバスに乗り公園に咲いている桜を観に行きました。
とても綺麗に咲いていて、参加した利用者さんの楽し
そうな表情が見られたバスドライブになりました。
帰ってきた後は、みなさんでお菓子とジュースを食べ
大満足な1日になりました。

4月14日

2月3日

東洋学園
成人部、児童部
着任挨拶

4月10日
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のびっこらんど悠悠 いわき市

のびっこらんど悠悠初の「バックヤードツアー」を
開催しました。普段は見ることのできない機械やエサ
の搬入口を見学し、アクアマリン水族館の裏側をのぞ
いてくることができました。
とても天気がよく、午後は蛇の目ビーチをお散歩。
タッチプールではウミウシやヒトデの感触に「ビック
リ」。驚きや発見の多い一日でした。4月5日

3月にフラワーセンターへお出かけしました。既に
春は訪れており、温かな日差しの中でたくさんの花が
咲き乱れていました。ですが、子供たちは花より団子
ですね。「公園行く!」と元気に駆け出すと園内にある
遊具で心ゆくまで遊びました !

近所のコンビニまで買い物の練習に行きました。予算
が決まっているので子供たちはお店に入ると「あれ
でもない。これでもない」と棚に並ぶ商品に目移りして
しまいます。買うものが決まったらレジに並びます。
日頃の成果を発揮してお金を支払うことができました。

障害児通所支援事業
のびっこらんど いわき市

福祉型障害児入所施設
東洋学園児童部 いわき市

4月は皆が待ちに待ったお花見でした。公園の
遊具やおもちゃを使い、体をめいっぱい動かして
遊びました。たくさん遊んだあとは、さくらをみな
がら、みんなでおやつを食べて、お腹も大満足 !
お天気も良く、にこにこ笑顔が絶えない一日となり
ました。

原　町　学　園 相馬市

今年度、退職と人事異動により、新しく施設長、児童発達支援管理責任者が着任し、利用児では、卒園生を見送り、
入所児の仲間も増え、新たなスタートを切りました。
現在、16歳から22歳までの方29名が利用されており、将来的な自立
を目指し、規則正しい生活を送りながら、作業訓練や職場実習、買物訓練、
自立訓練等に取り組んでいます。また、自分たちでルールを決めたり、
余暇活動を提案したりと自治会活動も活発に行っています。年に一度の
社会見学旅行では、今年度はディズニーランドとシーを予定しています。
楽しくもあり、厳しくもあり…の生活で、にぎやかな毎日を過ごして
いますが、いろいろと経験を積み重ねながら、立派な社会人になること
を目標に日々頑張っています !

原町共生授産園では4月16日にグループホーム
浜事業所へ移行する方のための卒園式が行われ
ました。平成19年から生活していた施設を退所
し、地域での新しい生活を始める彼を囲み最後の
記念撮影。みんなに見送られ晴れやかに園を後に
しました。

原町共生授産園 南相馬市

4月16日

桜が満開になった頃、お花見と散策を兼ねて事業所
近くにある馬陵公園へ出掛けました。間近で見る桜も
とてもきれいでしたが、頑張って登った高台から見る
たくさんの桜も絶景でした。途中でお散歩中の犬に
会ったり神社にお参りしたりと充実した時間が過ごせ
ました。また来年もぽかぽか陽気に誘われてみんなで
来ようね♪

のびっこらんど相馬 相馬市

4月15日

馬陵公園での花見

3月

のびっこらんど愛愛 南相馬市

のびっこらんどキララ 相馬市4月

3月26日

2月は、節分の鬼の面、3月はおひな様、４月は、お花見
やこいのぼり製作に取り組み、キララでは、平成最後
の春を感じる今日この頃です。児童発達支援（未就）
の利用も少しづつ増えています。学童の皆さんは、入学
や進級で新しい環境の中、勉強やスポーツ、作業学習、
行事に向けての練習などの真っ最中です。キララでも
頑張るお兄さん、お姉さんの姿が眩しいのは、陽春の
光のせいばかりではありません。今年度も、うれしい
スタートを切りました!

4月の制作活動で桜の木を作りました。手のひらに
ピンクの絵具、足の裏には茶色をぺたぺた塗り、大きい紙
の好きな所に自由に押して作りました。はじめはくす
ぐったがっていたお子さんも、自分の手型足形が増えて
いくのがどんどん楽しくなってきて「もっと塗って!!」の
猛アピールでした。お友達同士で絵具を塗り合ったり
「ここに押して!」と教え合ったり、自然と交流も生まれ、
とても楽しくできました。完成した桜の木が壁に飾られ
ているのを見て、みんなとっても満足げな表情でした。

4月

今年度初のお出かけは平中央公園に行きました。
公園は花見日和。友達と遊具で遊んだり、桜を見な
がら新学期に向けた抱負をスタッフと話したりしまし
た。不安や期待が入り混じるこの時期ですが、のびっこ
らんど悠悠も一緒にがんばっていきたいと思います。

4月

4月20日

4月

新年度を迎えて　～新たなるスタート～
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のびっこらんど悠悠 いわき市

のびっこらんど悠悠初の「バックヤードツアー」を
開催しました。普段は見ることのできない機械やエサ
の搬入口を見学し、アクアマリン水族館の裏側をのぞ
いてくることができました。
とても天気がよく、午後は蛇の目ビーチをお散歩。
タッチプールではウミウシやヒトデの感触に「ビック
リ」。驚きや発見の多い一日でした。4月5日

3月にフラワーセンターへお出かけしました。既に
春は訪れており、温かな日差しの中でたくさんの花が
咲き乱れていました。ですが、子供たちは花より団子
ですね。「公園行く!」と元気に駆け出すと園内にある
遊具で心ゆくまで遊びました !

近所のコンビニまで買い物の練習に行きました。予算
が決まっているので子供たちはお店に入ると「あれ
でもない。これでもない」と棚に並ぶ商品に目移りして
しまいます。買うものが決まったらレジに並びます。
日頃の成果を発揮してお金を支払うことができました。

障害児通所支援事業
のびっこらんど いわき市

福祉型障害児入所施設
東洋学園児童部 いわき市

4月は皆が待ちに待ったお花見でした。公園の
遊具やおもちゃを使い、体をめいっぱい動かして
遊びました。たくさん遊んだあとは、さくらをみな
がら、みんなでおやつを食べて、お腹も大満足 !
お天気も良く、にこにこ笑顔が絶えない一日となり
ました。

原　町　学　園 相馬市

今年度、退職と人事異動により、新しく施設長、児童発達支援管理責任者が着任し、利用児では、卒園生を見送り、
入所児の仲間も増え、新たなスタートを切りました。
現在、16歳から22歳までの方29名が利用されており、将来的な自立
を目指し、規則正しい生活を送りながら、作業訓練や職場実習、買物訓練、
自立訓練等に取り組んでいます。また、自分たちでルールを決めたり、
余暇活動を提案したりと自治会活動も活発に行っています。年に一度の
社会見学旅行では、今年度はディズニーランドとシーを予定しています。
楽しくもあり、厳しくもあり…の生活で、にぎやかな毎日を過ごして
いますが、いろいろと経験を積み重ねながら、立派な社会人になること
を目標に日々頑張っています!
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みみらい

日中活動支援事業所
おおくま共生園 田村市

4月18日

多機能型事業所 田村 田村市

ワークスペース・アシスト 南相馬市

のびっこらんど原町 南相馬市
新年度に伴い、子供たちの利用の
曜日も変更となりました。
4月は仲良くなろう月間です!
お友達と交流を深め、たのしい時
間を過ごしています! 4月

のびっこらんど美山 田村市

のびっこクラブでは、今年度の振り返りと送別会を
行いました。小学6年生から高校3年生までのメンバー
が、毎月自分たちで企画した体験活動を行うクラブです。
今回は、のびっこらんど美山初の高校3年生がいた為、
お別れ会をしました。高校卒業と同時に、のびっこでの
療育も卒業です。のびっこを巣立ち大空へ羽ばたけ! 3月9日卒業生へメッセージを送ります 手作りカップケーキでお祝い!

のびっこらんど田村 田村市

こどもの日を前に、こいのぼりの製作を
行いました。青、ピンク、オレンジ、緑の4色
から好きな色を選んでこいのぼりの鱗に見立
てた手形を押しました。スタンプの感触を
味わいながら季節の製作を楽しみました。

4月15日

のびっこらんど船引 田村市

あいにくの曇り空でしたが、飛行機が着陸する様子を見て、子供
たちは大興奮でした。空港内でお弁当を食べたり、発電の仕組みに
ついて体験したりするなど、楽しく過ごすことが出来ました。

春休み最後の日に、みんなでお楽しみ会をしました。たこ焼き器
でホットケーキミックスを丸く焼きました。きれいな丸を作ること
は意外と難しく、みんなでくるくると回しながら何度も挑戦しまし
た。チョコレートやジャムをつけて美味しく頂きました。

昨年の5月に災害対策ネットワーク ボランティア西川様より、
りんご、桃、栗、柿、プルーンなど沢山の苗木を贈って頂きました。
のびっこらんど三春の庭に子ども達と一緒に植えて、水やり追肥
をしながら大事に育てたところ平成最後の4月、小さい枝にみごと
な桃の花が咲きました。これからたくさんの実をつける事で
しょう。とても楽しみです。ありがとうございました。

のびっこらんど三春 田村郡

4月

夜ノ森に花見に行ってきました。天気も良く桜も
満開。懐かしく感じた人、初めて見て感動した人など、
それぞれ楽しんでいました。きれいな桜で心を癒さ
れた後はおなかも満たすという事で、焼き肉お寿司
デザート他といろいろ美味しく頂き、心も体も満足
な１日でした。
さて、暖かくなると草も元気になります。という事
で、こちらも花見で元気になった利用者の皆さんと
職員で事業所周辺の環境整備を実施しました。

～春、新緑に向け『こたつ布団、厚手の毛布、羽毛布
団等』クリーニングでリフレッシュしましょう。～
スプリングセール開催中《超激安価格》にて承って
おります。ジャケット類もお受けいたします。
お気軽にお問合せ下さい。
おおくま共生園　銭高　0247-61-5381

環境整備

花見

全員集合でパチリ。

3月21日

4月5日

コン
ト披

露
中
。

自
治会余興のダンス披露。

こいのぼり製作

祝!卒業　のびっこを巣立つ

福島空港見学

お楽しみ会

3月30日(土)に平成30年度の最後の行事として
慰労会を行いました。カラオケやDVD観賞を行い、
楽しい時間を過ごしました。昼食は、美味しいお寿司
を皆で和気あいあいと頂きました。平成30年度も
利用者、保護者、地域の方々からのご協力を頂き、
無事に終えることできました。誠にありがとうござい
ます。今年度も利用者の方々に寄り添い満足して頂け
るよう職員一同努めてまいりますので、これから
も宜しくお願い致します。

平成31年度初めての行事として、4月5日に毎年恒例の南相馬市原町区夜ノ森公園にて、桜の花見を行いまし
た。当日は、一気に気温上昇し、23度越えの6月上旬並みになり、汗ばむ日となりました。桜は3分咲きではありま
したが、天気が良かったことから、自治会のダンス披露や、コントの出し物と、気温と共にヒートアップして盛り上
がりを見せました。花見弁当と柏餅をみんな笑顔で食べ、明るい新年度初めの行事となりました。

3月30日

4月13日

4月5日



障がい福祉サービス種別による施設・事業所紹介障がい福祉サービス種別による施設・事業所紹介

76

第59号広報広報 M I R A I

みみらい

日中活動支援事業所
おおくま共生園 田村市

4月18日

多機能型事業所 田村 田村市

ワークスペース・アシスト 南相馬市

のびっこらんど原町 南相馬市
新年度に伴い、子供たちの利用の
曜日も変更となりました。
4月は仲良くなろう月間です!
お友達と交流を深め、たのしい時
間を過ごしています! 4月

のびっこらんど美山 田村市

のびっこクラブでは、今年度の振り返りと送別会を
行いました。小学6年生から高校3年生までのメンバー
が、毎月自分たちで企画した体験活動を行うクラブです。
今回は、のびっこらんど美山初の高校3年生がいた為、
お別れ会をしました。高校卒業と同時に、のびっこでの
療育も卒業です。のびっこを巣立ち大空へ羽ばたけ! 3月9日卒業生へメッセージを送ります 手作りカップケーキでお祝い!

のびっこらんど田村 田村市

こどもの日を前に、こいのぼりの製作を
行いました。青、ピンク、オレンジ、緑の4色
から好きな色を選んでこいのぼりの鱗に見立
てた手形を押しました。スタンプの感触を
味わいながら季節の製作を楽しみました。

4月15日

のびっこらんど船引 田村市

あいにくの曇り空でしたが、飛行機が着陸する様子を見て、子供
たちは大興奮でした。空港内でお弁当を食べたり、発電の仕組みに
ついて体験したりするなど、楽しく過ごすことが出来ました。

春休み最後の日に、みんなでお楽しみ会をしました。たこ焼き器
でホットケーキミックスを丸く焼きました。きれいな丸を作ること
は意外と難しく、みんなでくるくると回しながら何度も挑戦しまし
た。チョコレートやジャムをつけて美味しく頂きました。

昨年の5月に災害対策ネットワーク ボランティア西川様より、
りんご、桃、栗、柿、プルーンなど沢山の苗木を贈って頂きました。
のびっこらんど三春の庭に子ども達と一緒に植えて、水やり追肥
をしながら大事に育てたところ平成最後の4月、小さい枝にみごと
な桃の花が咲きました。これからたくさんの実をつける事で
しょう。とても楽しみです。ありがとうございました。

のびっこらんど三春 田村郡

4月

夜ノ森に花見に行ってきました。天気も良く桜も
満開。懐かしく感じた人、初めて見て感動した人など、
それぞれ楽しんでいました。きれいな桜で心を癒さ
れた後はおなかも満たすという事で、焼き肉お寿司
デザート他といろいろ美味しく頂き、心も体も満足
な１日でした。
さて、暖かくなると草も元気になります。という事
で、こちらも花見で元気になった利用者の皆さんと
職員で事業所周辺の環境整備を実施しました。

～春、新緑に向け『こたつ布団、厚手の毛布、羽毛布
団等』クリーニングでリフレッシュしましょう。～
スプリングセール開催中《超激安価格》にて承って

おります。ジャケット類もお受けいたします。
お気軽にお問合せ下さい。
おおくま共生園　銭高　0247-61-5381

環境整備

花見

全員集合でパチリ。

3月21日

4月5日

コン
ト披

露
中
。

自
治会余興のダンス披露。

こいのぼり製作

祝!卒業　のびっこを巣立つ

福島空港見学

お楽しみ会

3月30日(土)に平成30年度の最後の行事として
慰労会を行いました。カラオケやDVD観賞を行い、
楽しい時間を過ごしました。昼食は、美味しいお寿司
を皆で和気あいあいと頂きました。平成30年度も
利用者、保護者、地域の方々からのご協力を頂き、
無事に終えることできました。誠にありがとうござい
ます。今年度も利用者の方々に寄り添い満足して頂け
るよう職員一同努めてまいりますので、これから
も宜しくお願い致します。

平成31年度初めての行事として、4月5日に毎年恒例の南相馬市原町区夜ノ森公園にて、桜の花見を行いまし
た。当日は、一気に気温上昇し、23度越えの6月上旬並みになり、汗ばむ日となりました。桜は3分咲きではありま
したが、天気が良かったことから、自治会のダンス披露や、コントの出し物と、気温と共にヒートアップして盛り上
がりを見せました。花見弁当と柏餅をみんな笑顔で食べ、明るい新年度初めの行事となりました。

3月30日

4月13日

4月5日



8

社会福祉法人　福島県福祉事業協会

今年度採用職員のフレッシュな顔ぶれです。今年度採用職員のフレッシュな顔ぶれです。
期待して
います！

編集
後記

　新
し
い
元
号
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
の
新
年
度
に

当
た
り
、
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。
新
卒
者
八

名
、
中
途
採
用
者
六
名
が
新
し
い
仲
間
と
し
て
加
わ
り

ま
し
た
。
満
足
で
き
る
人
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全

国
で
も
求
人
倍
率
が
特
に
高
い
地
域
で
あ
り
、
求
人
活

動
に
力
を
尽
く
す
だ
け
で
な
く
、
今
年
度
よ
り
再
雇
用

年
令
を
六
十
五
才
か
ら
七
十
才
に
延
長
し
ま
し
た
。
職

員
不
足
に
対
応
す
る
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
永
い
経

験
を
生
か
し
若
い
職
員
の
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る

事
を
期
待
し
て
の
事
で
あ
り
ま
す
。
更
に
職
員
が
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
出
来
る
様
に
職
員
の
資
質
向
上
を
目
指

し
、
内
外
研
修
に
力
を
注
ぐ
と
共
に
資
格
取
得
の
為
の

支
援
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　私
達
の
仕
事
は
、
利
用
者
に
対
し
使
命
感
を
持
っ
て

奉
仕
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。

　当
協
会
の
運
営
方
針
は
「
明
る
い
挨
拶
は
全
て
の
業

務
に
優
先
す
る
」
で
あ
り
、
明
る
い
職
場
環
境
な
く
し

て
業
務
の
遂
行
は
出
来
ま
せ
ん
。
常
に
利
用
者
に
寄
り

添
い
お
互
い
に
信
頼
し
合
う
事
が
、
利
用
者
に
と
っ
て

安
心
で
き
る
「
心
の
住
」
と
し
て
の
場
、
す
な
わ
ち
施

設
を
提
供
す
る
事
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　終
わ
り
に
、
人
あ
っ
て
の
組
織
で
あ
り
ま
す
。
全
員

で
力
を
合
わ
せ
利
用
者
と
地
域
に
貢
献
し
得
る
協
会
創

り
に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　皆
様
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　令
和
元
年

　吉
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　山

　田

　莊
一
郎

新
時
代
に
向
け
て

発行元　福島県福祉事業協会　広報事業部
〒963-4312 福島県田村市船引町船引字上中田33番地の 1

TEL0247-82-5731

　主に双葉郡地域に住所を有する方に対し、障害福
祉に関する諸問題につき、障害者の相談に応じ必要
な情報提供及び助言その他の障害福祉サービスの
利用支援等必要な支援を行うとともに、関係機関と
の調整その他障害者の権利養護のための必要な援
助を行い、障害者やその家族の地域における生活を
支援し、もって在宅障害者の自立と社会参加の促進
を図ることを目的として事業を運営しています。

新元号を迎え今年度もより一層充実した
年にしていきたいと思いますので今年度
も宜しくお願い致します。

〈お詫び〉　人事異動により、みらい発行が遅れてしまい申し訳
　　　　　ありませんでした。

◎株式会社ノースランド様より子どもたちへお菓子を
　いただきました。

田村市船引町：ミニストップ船引店様
『恵方巻き』寄贈

千葉県：川口様
『ハンカチ、靴下、絵手紙等』寄贈

千葉県：西川様、生涯大学様
『花苗』寄贈

鴨川市：ウミガメ倶楽部様・鴨川義塾様
『菜の花』寄贈

ボランティア

慰問・寄贈
相談支援

双葉事業所
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